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1.はじめに している.

筆者は， 200畠年皐月，デルフト工科大学 (Delft 2 会識の概要

University of Technolo宮y，Netherlands)において関

催された "The宮thInternat!onal Congress 01 

Physiological Anthropology" (ICPA;第9回国際生理

人類学会議}にて発表の機会を得たので，その模様を

報告する

ICPAの開催されたデルフトmは，首都アムステル

ダムから電車で 1時間，人口 10万人のオランダの古

都である幅 fデルフトの眺望jを描いた画家フェル

メールの出身地として知られており，デルフトブルー

と呼ばれる育に彩色されたデルフト焼の産地としても

有名である デルフト工科大学は，オランダで最古・

最大の工科大学であり， 8学部13，000人以上の学生

と21，000人以上の研究者を有し，市の外れに学関都

市を形成している.会場となったFacultyof indus制al

design engineering (写真 1)は，会議場の付設され

た広大な空間を有し，国際会議ばか0でなく様々なイ

ベントに使用可能であると恩われる.

Physiological Anthropology (生理人類学)は，

現代の工業化された社会に生きる対象としてのホモ・

サピエンスに焦点を当て，生活環境とライフスタイル

システムの創造性を志向する科学的研究分野であり，

主催者である吋n岡田tionalAs抑制幻onof Physiological 

畑出向11)010貯"は，世界中の人類学，生物学，生理人

類学に関する学会の連合組織であり 2年毎に国際会

議を開催し，生理人類学分野における研究促進に貢献

本九州共立大学スポーツ学部

ICPAは， 8月22-26日の期間に午前中のシンポ

ジウムー午後の一般発表(オーラル，ポスター)およ

びデルフト焼き工房ツアーなどの特徴的なプログラム

により構成された.メインテーマは， “Human 

Diversity: design for life (人類の多様性:生きるため

のデザイン)"であり，シンポジウムのテーマは，日毎

に， 1) Human divers!ty， 2) Anthropometry and 

design， 3) Design for living， 4) Research in 

phys!olog!cal anthropology and des!gnであった.生

活(生存)と身体のデザインの関わりについて，健康

や環境への適応などの問題が議論された.

3.研究発表

筆者は，図 1に示したポスターにより発表した.写

真2，3は発表会場の様子であり，写真4のようにパ

ネルが展示された 発表の概要を以下に記す同

1)タイト)v
Utility of somatotype rating as a measure of body 

composition in Japanese college athletes. (日本人学

生陸上競技選手における身体組成の尺度としてのソマ

トタイプの評価の有用性)

2)目的

身体組成の計測は，競技者のパフォーマンスポテン
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シャルの評価に重要である.多くの身体組成評価法が

存在するけれども，幅広い身体特性を有する競技者を

対象にした方法は確立されていない.一方で，競技者

の体格の評価にソマトタイプが用いられてきた.本研

究の目的は， 日本人学生競技者の身体組成の評価のた

めのソマトタイプの有用性を明らかにすることである.

3)方法

本研究の被験者は，男子73名，女子33名の学生陸

上競技選手であり，身長，体重，皮下脂肪厚 (SF)， 

周径囲および生体インピーダンス (BI)が計測された.

以上の測定値に基づき， Heath-Carter法によりソマト

タイプが決定され， SFとBIによる身体組成指数とし

て， fat mass index (FMI ; kg.m-2) とfat-freemass 

index (FFMI kg.m-2
) が算出された(それぞれ，

FMI-SF， FFMI-SF， FMI-BIおよびFFMI-BI).

4)結果

r=0.8以上の高い相闘が，次の項目聞に認められ

た;

endomorphy vs. FMI-SF in males (r=0.97) and vs. 

FMI (both -SF and -BI) in females (r=0.96 and 

r=0.90); mesomorphy vs. FFMI (both -SF and -BI) in 

males (r=0.85 and r=0.86) and in females (r=0.81 and 

r=0.80); ectomorphy vs. FFMI (bo血 -SFand -BI) in 

males (r=-0.81 and r=-0.83) and vs. FMI (both -SF 

and -BI) in females (r=-0.83 and r=-0.83). 

ソマトタイプの 3要素を説明変数， FMI-SFおよび

FFMI-SFを目的変数とした重回帰分析からは， r=0.90 

~0.99の高い有意性が認められ， 3要素全てが予測に

必要な変数であった.一方， B 1により評価された身

体組成の予測においては， endomorphyおよび

mesomorphyが，それぞれFMI-BIとFFMI-BIの予測に

必要な変数であった.

5)結論

以上の結果により，ソマトタイプは身体組成と関連

が深く，特に， endomorphyとmesomorphyは，それ

ぞれFMIとFFMIの有意な説明変数であることが確認

された.本研究結果は，ソマトタイプの評価が日本人

学生競技者の身体組成の尺度として有用であることを

示唆するものであった.

4.謝辞

このICPAにおける発表は， r平成20年度九州共立大

学海外研修制度(海外研修A)Jにより実現した.

写真1.会場となったFacultyof industrial design engineering 

写真2ポスター発表会場

写真3ポスターパネルとディスカッションの模様

写真4ポスターパネル
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